
ピストンサンプラｰによる

軟弱砂泥層の柱状サンプリングについて

譲免が蜜

施較的濠い湖沼底の堆積物の長い瓢ア彰採取する衛甥

な装置をしては,郷数年繭紀誇案蜜批花リビング渓トン

の淡然トン1サンプラｰ(L蝦鰯嚢櫛鰯蹄漣心搬跳灘)

(む醐搬鯛鰯丑9艶)為よびそれの改蔑塾(惚鰯醐鷲鰯

獺駒そ⑳他韓雫の型が釦もれてい澄､ζれ塗は巻お

蛎足軽鐙滑津軽熔も葛はζび操作恋繋る慧塗蜜特徴

泌淡る愁⑳湾澄り本部では鯛江遼治樽全,(窟都爽挙付

属爽溝臨湖実験所)添湖沼研究の淀め1繁ら隠一部改輿

篶恋癩いで潟蟻加た繋著ら獄夢く⑳薬岡研究費澄

詮も悠泌陰灘本海沿簿⑳桟水湖聯海1索道湖⑳堆積挙駒

研究の一環をして両湖⑳湖底第鰯紀堆積物の柱状サン

プリングを行なっている白その最初の計画段階で幸い

堀浜博士のご教系をいた芯慧かつわれわれの研究への

好意勘る参加･現地指導をい花想く蔓鋤蔓で嵩恕､港

の後繁瀞蟻⑳勢磐の脅木かサンプラｰ綬密ら蛇改嵐を

郷免患漣㈱1鷲鎚爾隼概フイｰルドテ災ト蟹兼拘花

野球浄薬煩繕粟厳密な土質力学的試験を簿的澄む花労

シプリ没グ絶対しては閥魑が蕗諮秘そ⑳俄顯胃駒⑳施

あの湖旛漢花は離勤峨幾海底下の沖積推お洪積挫後期め

砂綴1瀦層の泳一夕晦アサ払プリ紅グ絶対しては路ず

冷も稔鋤紬では柳嚇ζの改輿慈れ花方漆秘慧わめで

舷率飾かつ効果的恐影鳶ζ鋤蛎か唱花､

蔓腸改蔑塑妙紅プ繋一についてはすで縫購報む《瀞木

憾が獺鋤諜綱熔ついては別報のを濁りで彪繍婁
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ンプラｰについて種蒔ご教示･観地指導をしていただき

､漢花同践改良の歌ンプラｰの引用を許しで下慈り花堀浜

正治博圭敵嵐型斎木裁秩ンプ勇一⑳現地作業紀ご協力

い従鶯㌣沌地質調養所試錐課の後藤遼1串州忠衆両技

鴬岡鉱床部斑蜘修司鼓嘗窟浜調壷湿欝株式会社⑳深

夢ックの労埼現堆作業を期誌れ澄地質調褒蕨⑳小野

誇公兇1太嶋稿雛1串属彼蔓1'渡部繁繭予技鴬隠然多

くの関係脅⑳労海絶鮒意を表する圭漢花若形の用語

についてご教承いた想い花地質調査所河内薬幸試錐課長

熔紳蹄し上ば触㌔邊
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蔓はシグ第トン曲娑理黒トン辛労シダ繁一幻機鐙

(晦卿ST0腿螂5による)

第2灘亀僅燭じ淀鰯漆の

どングストン苗ど渓トンボ貧ンプ

ラｰ…はる柱状課泥方式･(最初の打ち込み直前の状態)�



山51一

1リビング淡紅ン1ピストン･サンヅ讐一について

このサンプラｰは本来アラスカの極地側溝濠紀おけ

る花粉分析研究の危めの不撹言いア試料を得ることを目

的としてリビングストンはよりて作られ彪ものである

(LwINGsToNE1955)､第工図は同践の原泰よ蝸胴し

たサンプラｰの主要部を示したも⑳である｡ここでほ

着平の改良秘な慈れてい繍喜一堀江淋敬奥し(衆発表)

繁者鋤洞氏と共紀用いたものを述べる(概要はすでに

水野王968により紹介されている)｡材質&しては大

部分アル芝昌ウムを用いその花めはきわめて軽量であ

り輸送上および小人数1はる作業上便利で彩る,

構造

第2図に示すように構造的にはリビングストンのも

のと変わっていない.すなわち長さ工狐内径50脈

m外径5血㎜のアルミ製のコアチュｰブと1㎜長

約2c吸径のアルミ製の潟ッド券を用いる｡濠ッドとロァ

チ服一ブの接線ζは砲金製のアダプタｰを用いるカミこ

のアダプタｰの上部側面にはコアチュｰブのなかのピス

ト1■を船上から固定するためのワイヤｰ(箒ピストン･

ワイヤｰ)(£㎜㎜径)を通すための穴をあげてある由

籔ッド間および漂ッドりアテ訟一ブ導の接続は外側

からの率ジどめとする､以上の本体&は別に薄い鉄管

(夏狭長15㎝内径)のガイドパイプ楽を用意しておく.

ガイドパイプの先端部にあたる部分は第3図中央にみ

られるよラにラッパ状にする.

㌔ッド1ガイドバイブともに水深調節用の長さの異枝る短いも

のをあわせて作っておく

鶴3鰯リどンダストン･どストン世サンプ髪一のガ〆～書イフ舵鵜簑

鶴(準矢上部)樽ッド(串剣ζみ象る繍いもの)林ぞ芦パイプ

鶴姻ダ松1醐肋灘激

欝§鰯ηべ}ツ拝の鍛上部(ほぼ中央)

欝餐灘瀞イ声パイカL(作業中)第掌図コアチュ∴ブアダプタｰ

ロッドの接鋳部�
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錘忙

⑪ゑ点アンカｰで固定された双胎廿ヒの見場(㍑ム船の一イカ

ダでもよい)中央のガイドバイブ孔(第6剛より水盛

1こガイド八音ブをおあす.ガでドパイブ先端には引葵

揚げ用樽一プを結んでおく｡

②コアチュｰブの先端にヒストンを入れピストンリイヤ

ｰの胞端がアダプタｰのワイヤンしを通してコァチュｰブ

θ)タ】則`こヒビるよう{こつ一る.

③旧ッド奮屋湯上でつき足しながら静かにコアチュｰブの

兜端数讃麿慈せる｡

⑳ビ渓トン1ワイヤｰを張1)そダ)､1二端を腿湯上にしりかリ

を鰯憲す鳶昔

⑧濃ツ芦釣上端蜜劣ヶ勢で淀たき獺アテ裁岬ブを下方に打

葛遂触(鰯惑鰯)由

⑥愁い花い滋影チ狐一ブ⑳援慈分だ菩材j池ζ籔お汐渓トン

はチ楓一ダ上端のア焚ヅ潔一でつか党そ紬以､虹打ちこむ

&ピ派にい災.イヤｰ縁切餓惑れ馬山

⑫濃ツ芦潟よび鰍ア労胤一ブ澄切妻勅げ㍗ソ戸をつぎたし

茨別⑳漱ダ繁狐一ダを漂ツ㍑)矧恐喝け以上の操作をく

簑滋篶な薄箔慈ら1ζ下劣⑳妙ンプ!2シグ数行な微て峰く.

鰯籍

簑ア沃狐一ブを打ち芯触際氷嬢箏の試糊凄箏陶慧の

カを雪は圧縮慈れ攻勢あずる｡篶かじ賛狐一ヅの帯の

一ビ黒トンは国憲密れている⑳で試料上潮副該録歴湯性

する鴛おぽなり下胸ぎのカ壷減少して穐蹴を少なくす

る｡護だチ孤一ブ引港雛慈時終孔底は儀庇か生むて

チュｰブ内の試料は下方にひかれ場合によっては落下

することがあるがヒストンが賜定書れているために防

止される(藤下利男五963)｡以上がヒストンサンプリ

ングの原理であ鋤ミビストンがチ雌一ブ内壁に密着し

てさえいれぱこの方式によって泥はもちろん砂もあ

る程度柱状採取することが可能で齢る.

この方式の利点は材料が軽量であり軽装備でよいこ

と双船式足場の際紀もそれほど大きな船を必要とせず

し仁がって高い経費を必要としないこと機動性ぽ富む

こと牟どであ叡なお足場り上は木材のヤグラを設け

か甘)チぶ一シブ環ックをつけておくととくにロッドや

チュｰブの引きあげ時に便利である､まだ鷲アチュｰ

ブからの試料押し出しはできるかぎリ早い機会に船上

で行なった方がよい.多くの場合押し出し棒を用い

ることによって容易に鴛アのとリ出しが可能である辞

いっぼうこの方式の難点もいくつかある.

①人力による打ちこみのため掘進町能深度が比較的浅いこと

r←海で行なった結果では最大約10脈(材質がやわらか

いため無理匁モンケン打ちこみをすると縢:ソトがまが

る)

②孔壁崩落防止のためのケｰシン'グそう入が不可能なこと

日ッド･チ狐一ブなどすべての接続部に率ジを使用して

お1)(第61㌢鰯参照)舷舳ジンダ兜端緒率ジがひっか

か練工能栓が幻嚇芯炎紗･

③じ怒撚花啄孔簸¢鳩然繊落蜜鮫泣で慈ない曲おくば畿少

淡怒馳籔一災な砂鰯州鐙禽1ζは楚⑳花ぬ紀棚鋤将可能

美な鳶慧裟め捗辱･甜
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口5台一

④ケｰシングを使用しないことから2回腎(王蛆以下)以

降のコアチュｰブのそう入の際には水底塞で抽ろされた

ガイドパイプの直径(工5㎝一)の艶麗内では釦蕃か季擦り

で最初の孔をみつけなけれはならなへこの際孔の上部

をチュｰブ先端で乱し期壌慈せる危険がある｡蜜だ風

波淋多少ともある場合剛まその勉険淡豪す蜜す増加する

⑤一地点の掘進を1日の間に終わらせなければならない

⑥城ッド1チュｰブの交換に際して詐常に多くの率ジの脱

着の操作がばん雑である

⑦材質秘軟質であるためにとく紀接続部な竺カのかかる部

分が破損しやすく長期のくり返し作業に捕えられない

この方式には主としてアル薫材質ということからも

たらされる制約条件カ芸以上のように多く存

在する､しかしな供ら濠い(水深10～

20狐以内)静水域でかつ空として泥の堆積

域においてそれほど深い掘進を必要としな

い場合(世いせい10滋)悠は軽装備で手軽

にできることからやはり魅力的な方法である

とい免る｡第9図は中海で行なった結果

の一部を示し花ものである､水深5皿前後

で掘進δ狐前後の場合には条件蜜克淡けれ

ば無理すれば五目に♀～3本掘進可能であ

る.なお筆者らは凄花行なっていないが

コアチ楓一ブを長くする(派とえば2mとす

る)ごとも可能であろう.その際にはコ

ア押し出し終広い渓へ一スを要するが能率が

倍増する｡

2改良型ピ風トン毒妙ンプ㌘榊について

リビングス､トン出ピストン岳サンプラｰ終

は上記のような制約条件のあることがわかっ

たので繁者らはそれの改農をくわだてた

原理的終は同サンプラｰ&襲花ピストン1

獄ツ戸を用いるいわゆる国定ピストン1シン

ウ汰一ル1サンプラｰζ藤不利男螂3)

あるいは固定ピストいサンプラｰ(地質調

査所技術部試錐課!螂)&岡一である阜

鴛ア操敢の黒標を深さ3◎～遂晦(水底下)漢

で砂層1泥層ぽψ双ば連続的泳一ル獺ア

リングぽおき滋アテ訟一ブを撚葛込みひ

きぬ慧のくり返し作業憾耐免密れるぷ簑な大

きな強度をもちかつ腐食紅対沸る抵抗力も

大きいステンレ孫鋼あし通常の試錐機材を

用いて操作できるようにした｡窓らにピス

トンについてはワイヤｰのよじれを防ぐた

瀦繊蒙

'茅｡虞

濠触

〆

嚇蔭寒襲

凄脳

めに回転式おしまたピストンの椀革を傭縮性のものと

した.この改良型ヒストン･サンプラｰはこの凄隼

問ぽわ花る使用実績によれば礫層に対してはほとんど

無力であるが砂泥層に対しではきわめて有力である｡

ただしリビングストン･ピストン帝サンプラｰとほ比較

にならぬほどの重装備を必要とする.以下にその概要

をのべる｡なおこの改良型のものを設計1作成者で

ある青木の名を冠して鷲末式ビ汲終汐サンプラ_

と称することにしたい.

構遺

第10図はこのサンプラｰのコアチュｰフピストン

コアチ孤一ブ皿カップシングロッド･カップリング
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第10図改慶翌灼ヒストン曲サンプラｰのコアチュｰブ･シュｰ･ヒストン･カップリングの構造�



シュｰの部分の詳細な構造を示したものである.コァ

チュｰブ1ま外径75m血55姻皿の両方を作成した茗

図のように両者とも同一の構造となっている.鷲ア

チュｰブはステンレス製としせ凄い場所でのコア押し

出し作業上の便利さと一回のコア採取長の調節の便利さ

とを考慮して長さを500m雌とした.コアチ皿一ブ

の先端には同様にステンレ黒製のシ蝋一を取りつけて

掘進する､濠ッド1湾ツブリングにはピストン固定

用ワイヤｰを通す穴(黒ア抜巷兼用)を設けてある由

漂ツトカップリングの上端は通常の試錐用浜ッドに

接続で慧るようにしてある.コアチュｰブとロッド･

カップリングとの間にはピストンの長さに相当する長

さの遜アチュｰブと同径のコアチ狐一ブ1カップリング

を余分につなぐ.これらの接続部は作業上の便利さ

のためにすべてネジによるはめζみ方式としてある.

ヒストン(回転調鉦ピストン)の特徴は次の三割碕

る由箪一はワイヤｰのよじれをふせぐためのベアリン

グによる回転装置第二は籔ア内径の中心をとるための

十字スプリング第ヨこ率ジ調整紀よる椀革の伸縮性の

保持(ピストンをコァチ狐一ブにそう入後ネジ1こよって

椀革をチュｰブ内壁に密着させる)である晶

操作

操作は原理的にはリどングストン1ヒストン･サン

プラｰの場合と同一であるかモンケンの上下操作によ

る打ち込み作業通常の試錐用の澄ッド為窯びケｰシン

グパイプの使用重量物を扱うために能率化の淀め動力

の使用鴬ツドホルタｰの使用孔内洗浄周のウ浄一ダ

ｰスィベルの使用礫層掘進の際の揮一タリｰ武試錐の

準備などかなりの重装備を必要とする直したがって

試錐台船も璽装備の作業に十分耐克られる軽度のもので

なけれぱならない.蛮花作業紀危険を伴うため作業者

第11図組立式泰一聾シグ合船(謙ンツｰン)1こよる串擁の穣状

サンプリング

もある程度試錐になれていることを要する*.*試錐作

業そのものほ熟練者だけならば数塙程度耐い台船としては

中海1宍道湖においては筆者らはエ968年夏に地質調査

所試錐課の協力を得て同課の組並武ボｰリング台船

(潔ンツｰン河内英奉ほか工螂)を使用し!969年夏

には京浜調査工事株式会社の鶴カによってドラム缶イカ

ダを使用して行なった.

操作の順序は前掲のものとたいして変らない.4

点アンカrで台船を固定した後ガイドパイプを水底ま

でおろす*かならずしも必要でない固定ワイヤｰつきのピ

ストンをシ鰍一をつけ花コアチ鳳一ブの先端に食ットし

ロッドとともにまき湯げウィンチにより水底までおろす

ピストいワイヤｰ(竣皿m径)を張りその川端を台

船上に固定した後モンケン1はって災ツボを打ちこむ*.

*泥質堆積層最上部のC一致皿の範囲では堆積物かルｰズなζと

とロッド･畿アテ狐一ブの璽鐙ポ大きいこ&からロァチ胤

一ブ赫自然降下したり海柳･ほ剥はる挿しこみか可能であ

るピストンカわアテ訟一ブ上端に達した後打ちこみをや

めウインチにより台船上に引き上げる缶ピストンが

上端でストップした後記打ちζむとワイヤｰが切断され

る.この時のワイ栄一の切断は所定深度以上の打ち

ζみの防止の役割をは施すことになる封次1と滋アチュ

ｰブの交換資ッドのつぎたしをしながら第一回の掘

進深度以下のサンプリングを上記準にて行ない以下こ

れをくり返す由この方式によるサンプリングは泥層1

砂層ともに書わめて効果的である秘礫層に対しては有

力でほない｡礫層紀あ花ってコア操敢不能の際には

ただちにロｰタリｰ武試錐にきりか免て掘遺しその

下位ぽ砂泥層カミ積たわる場合には再びこの方式に替りか

える.砂層およぴをく紀上部の含水艶⑳書わめて高い

泥層の掻合には孔壁が崩壊しがちである伯その際ば

第12劇中海における泰一リング咋繋ドタム缶イ勿ダの台船を使用�
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凱群

鱗§締の搾難蒔約鯉ア擦取率(浄鞄愈東銀調着工壊擁武金拙はる)

識鑓番号独航§

猟獲エ遂筏鷲至§

籔篤総s鶯工慧溜2

水深(鰍)

金翻進畏(独)

奪.婁婁｡嬉7.5

ユ7,葛鰯､王12,3

7.⑰嚢｡嚢5.3

ユ7.82峻血⑬三隻｡登

芋榔1ぷ1(砂)1_鴛{鍵駈灘1,1に→｣㍗∵況ぷ1(1)

嚢二∵llご騨1｣二(灘)｣な(鮎)11茸準

婁i粥…精土1堵∵･縦11

≡一一1…十一r一･1一一狐糾…一ト岨嚢一一一1

備考j賭磁鰯徽1･･一肌･の間鰯:鮎一讐･の間鵬盤i･艮･一肌･の聞は基蜘一蜘の間(安来

11上納粧)および(砂岩)1(窯鵡)潮州r(泥岩)馳麟)1かタリｰ

11驚嚢漉甥1繊よ11繍錐は1

猟滋鳩酬嚢悉杓鷲瓶寧擁繁遺潮を紛ら勅す､療鰯の鏡界繊労斌で芥鑑禽鰯係｡鱗鰯してい紬蝦夢すべてと然トいサンプラ

ｰ1軸る｡灘ア繰取翻批曲渓トン勢ンタ夢剣鐵篭も樽1ζり暫･て擦麗ζ襲怒熔錯頼)婁を1ζ欝戯じ愁巾療燭顯鑑羅彩数割凄水底

添の灘蟻鮫)愛藩ら約す､勧崎杓の欄肉⑳灘寧猪鰯彩総見

終つ》派獄鶏獺鰯蜜譲照さ紙淀妙｡

は淀総勘軟一般ン抄材プ1敏鼻孔壁登保護する昔

蜜花鱒蒔汐瀞一潔一渓イ均磁通して孔肉の洗浄を行な

う､蔓⑳方式牝裟ゆで/蝸68飼忍は魯凋郷驚から籔凋

祭簿⑳閥(前後⑳準徹解体搾薬蜜含籔)ぽ騨海鍔水深蝪.蟻

磁㌶｡繍蟻濠濠る遜遂､隷､総掘進長約馳搬の滋ダリ淡

梯雲行漆われ怒漆潟慧?際縫はその閥資風通過の

施績遂属間作薬繍添可能懇齢繊花､慾の蚤蔭籔魚は

粘土登謹体裟修堆糠の軽震賛砂を吾謎繍薫金体娑し

鷲簑ア操離薬獄巷れ彩舵雛形,蟹脇轟姫湾務潔潅(凝

後⑳も⑳一概磁2一⑳柱状熔彩いで樽氷鰍繁が螂腿参

照)古他⑱工廠紀軌災は氷儀楓釦襲芯連続採取を

行なり花(精虫層猟償0～籔経度籔ア繰取薬約§脇勢

がその下位はついては厚い砂層の存在による低能率が

予掻され蒔閥的関係から基盤の位置確認ともし可能

ならばス茅イム紀よる層序判定を行なう目的で送水濠

一夢リｰ武試錐熔蜜蝸洩愁誼蔓棚磁って短鱒閥懇

一綱亙晦の掘進壷行ない基盤⑬僅蟹蟹確認し施淋渓茅

箏ム1はる層虜判定は慧杓め刃添確実記しか賛意鋤め

花自螂蟹寧腿は留肩婁O帥鴻纂煎遂簿⑳閥(前後の

韓傭1解熔僚榮を除く)熔索道湖潟ぷび帯海⑬水深琢遜

～7､馳⑱詮ζ湯で儀魚総掘進録約工｡◎滋⑱滋茨リ汐

グ然符な杓れ施｡芯の闇熔愁蒲釆⑳淀め作業を弗止レ

花帥婁約琶属あゆ花､ζの醸⑳簑第操散薬は第夏讃熔

示すと濁りである堪

備誇

ζの方式の特徴および鶴巣な注意事碩な婆を次は⑫

べる､

繊溶出嚢護欝槻

⑯

()榊嚢醐着稲塗添す山猿滋豆婁玉屡至§夏餐

灘ア繁蕊㎞プは派チン払唄鍵な郷で無理な作繋をしないか

ぎ簑整備む梯帖嬢靖僅溺す蕃忍あ秘で慧る呈

ケｰシングパイプ⑳使踊鳶河能な⑳で孔蟹を繰譲で蓬塞

淀婁鰯簿以降⑳綴艦の際紀瓢アテ裁一ブ茄簸初の耽1硝

勤駒綬誘導慈れ蕃官畿淀孔1ζパイプ薮そう入なで潟く慧

幻誠棚て間一孔⑳慧員以上紀わ花る翻遼秘可縫で茜

鳶由

ゲｰ秘シグ覆う入その他掘蜜魚作幾一般に倣ズは挿胸

糞拳憾か(王9鰍)毅欝照蜜れ恋い曲

⑮紗鰯⑳柱状謝料鎌敬統一般紀無常紀顕難鉦慈軌てい肋婁

綱胸糞議隠棚鍬)ζの芳武1該棚談繊麗熔城･て

蝋腕柳･柱状試料の擦敢蜜容轟ぽラ嚢く峨げ浅部分駒

には王00房のコア採敢率で行なうことかで慈る.

⑥礫層掘進抽よび岩盤採取の稔めの楓一夢リｰ式試錐への蓮

獺峡鳶踏轟㌘彰蕃串軟弱紗瀦嬢ぽ対する送水式灘一夢

リｰ識錐は汲繋イ郷敏薦糊憲も不可鵜(据鈴は完全紀

氷績懸織しス舛狐あしで止湖でく篇の縁抄鈴のみであ

る)なので締揚燃融句以外1ζは償踊じ紬坊淋よい｡

砂潴層紀秘ちて繊繍餓派1凌1蛇ん撮臓ずかり異御物晦

よこ蜜杓柳顯ア塾金麟慧熔杓施榊て擦敢淡篭慧肋蹄蜜

静≡レ施湯垢で泳蟻万鷹簿鰯観察曹塗物分桁譜化学鈴

析の属駒組争分1綿蝸滞蜜蕃串し鳶叱籔アテ胤一ヅの肉

摩秘廓切湾通常の土質賦験(粒凄分析1倉水蛇棚窪を除･

く)の愁酬醜不適幾であ葛曲

⑧作繋煎薬の五鳶沌滋アテ瓢一ブ嬢はで薄る隈ゆ緩い労淡ぷ

一ぺ欝夏瀬欝照)抽繁讃ら繊㎞鰯茜怒り通常磁㈱～鑓｡

鰍の鐵ア蔓擦蹴レてい篭｡

⑪璽盤鑓｡駄妙繋ンケン蜜僅燭し擦轄貫災識験踊汝ンプ茅⑨

一を用意して糊沙ぽ随時N値を測定す澄慧劫婁可能懇嘉

る珀

滋ア擁駁鞠嚢潟嬢の鐙禽にはふつ災｡簿劣淋蝸⑰劣滋く

砂燭の揚禽紀も雪蜜く狩ばば部紛鰍副飼㈹劣ふ唄う轟⑪劣

～70労を下篭ζあはない畦�
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⑩作業時に回ッドの長さによる掘進長コアチュｰブ引き

上げ直後のその申のコア長コア綿し脚し後の口ア長の三

煮を測定記載しもしそれ㌘勅の授き淋興なる時には

その原因を淀だちに朗らかにする必要がある.これを怠

ると正しい柱状図作成が不可能となる.

⑪軟弱層の揚禽には送水紀よる素瀦リがきわめて容易なので

もし途串の箇所愛サンプリングしなおしたい時やたとえ

ば地層境界を兇直し花い揚含には恕だちにか花わらに糊

の孔を掘ηて所定深度.菱で素掘り登行ないその後のサン

プ㌧グという劇乍を容易に類時閥内に行なうことがで

きる.

⑫泥層について植掘進が容易であるが砂層について掠それ

ほど容易ではない･作業能率を中海の工例について註壮

図(鶏19図)ぽ示した｡

⑬掘遼深度については途中の漠一タリｰ試錐菱窪めて現在ま

で水底下黛6mの問を採取し淀のが最大であるがおそらく

最大可能深度としては30～如n濃度を下らないと思われる.

⑭俸榮に稀た!〕どストン1ワイヤｰはヒストンの回転式

構造1はってよじれが防が妻鵬が切れやすくかつ傍びが'

あるので一回ごとに新い･ものと交換し危方茄よい.

コァチ瓜一ブについてはスペアとして少なくとも3雌分は

用意し窯たシュｰピストンも1コ以上のスペアを用意

しておく必要がある,

⑯ピストンとコアチュｰブ内壁の接触状態がこのサンプラｰ

の生命であるからとくに工作土細心の注意が必要である

(ピストンの十字スプリングをワンカワ調整構造およびチ

ュｰブ内壁そのもの)血

この方式に攻るサンプリングの限界1難点としておも

なこと獄通常の試錐に用いられるような重装備を必要

蜘粥

撫γチ狐榊ブ約婆ミｰ入難綴

織6鰯幾道湖蹄機種鍛下欝ゆ皿ア(夏Q0茅養狗嬢駁

憲益下翻綴探ミ瀦銘蟹部鰐

側の明色榔は洪諦泄の火山灰層(境界は不整合)

鶴豆遂鰯慾ンケン峯ζぷ義紡怒逮み

欝豆鰯

獅

津海

茎ζ怒毫=ぎ義瀞血

リング苅嚢糞弓む綿の縦言替

イ鄭ダ琢)導鮒に舷かせ愁勅鳶のは雌ダ争孤舳

ヅヤグ茅葺こ恕でかげてあるめ葦凄揮ッド

繁至㌘鰯舵層の慧ア(獅e鶏の言菜敢拳)

錦1鰯

醐ア押し蝪しの際のミ刺こよ義鴛アの

圧縮と傭畏�
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とし虫た試錐熔ある程度熟練し花作業者を必要とする

こと礫層に封じてはあ塞り有カでないこと高い経費

がかかることとくに最表層堆積物が軟潴の場合1}ア

最上部が乱れる可能性があること楽書底を1リドの感触に

よって確かめにくい｡こ¢)ために筆耕1･は鍛､ヒ部については

洲二露カ武柱状擬泥雑談たは皿ク㌣ン､バｰジ採泥器で採取して

鵬などであるう｡蜜た遜ア繰取地点の水深につい

ては筆者らは最大8頁1の範囲内でしか行なっていない.

深度の増大につれて台船のアンカｰ固定の問題が生じ

また籔ッドはアチュｰブのあげおろしに労力と時間が

かかって非能率的となるが原理同寸にはアンカｰ固定が

もし可能ならば数10㎜以上の水深においても使用可能

なはずである,

以上のような限界&難点が齢るにしても青木式ピス

トいサンプラｰの使用はとく紀静かな内湾やおそら

く浅海滅の水底堆積物(沖積層と上部洪積層)ぽ対する

土質力学的試験以外の融勺のためのオｰル扱アサンプリ

ングにはきわめて能率的かつ効果的と考えている.

菖薫ア押じ鎚し裟霞について

コアチ皿一ブ引きあげ後ただちにコアをチ盟一ブか

ら押し出した方がよい.次回あるいは次冷回目以降の

掘進時のコアチ皿一ブの度用上の目的観察の冒.的をも

う一つは1コアをチ盈一ブ内に入れた襲凄長時間放置して

おくとコアの押し出しがきわめて困難となるためであ

る.リビングストン}亜ストン･サンプラｰによる時

には人力打ちこみのためたいじたカが加わっていない

のでコア押し出しも容易であり押し出し棒だけで間

に合うことが多い.しかし青木氏ピストンサンプラｰ

による時は賦そンケンにより大きなカを加えて打ちこ

鞍花め恕くに多少し虹コている下部の堆積物ζついて

は顯琢榔し出しが擦葛でなくなる｡その際の鷲ア紬

し幽じの淀め紘作成したものが鴛ア押し出し雑である

(錦2欄)｡関に示すように工形鋼のべ一ス(下部

を釘で鰯麓じで踊いる)の上にハンドルつきの押し出

しネジ(エ作期妓ん盤のスグリ黒一を利潤じ花)をとり

つけ彪登く簡集な装置で彫る｡ζれを使用する際には

(⑳べ一票蜜利こ圃態じ

⑳榔閉む沸猟織脳)をべ一帥反対鰯(靴蝉碓ガ

終)1功陪繍じ怒後

繊野如一カ)一端揮狩軌一ブ止洲慈彬雛鮒

忍駈

⑳㌶わ一カ㌶泌適塾な苅受け(恕㍑ば撫ビ馳)爾

&･)登おく

⑧帆鮒漆雌孫賊謎η鋤蟻影蛾紬㌣

アを櫛し出すヰ醐アがあ凄りしまっていない時にはネ

ジを用いずレバｰプ回ックによって手で押すのが能率的で

ある

コア押し出し後ただちに観察および必要な測定サ

ンプ時ジングを行なう｡記載の際あらかじめ必要項目を

すりこんだ観測野帳が勅ると便利なので筆者らはそれ

らの項目を書き入れた柱状サンプリング用の観測用紙を一

あらかじめ準備している.参考までにこれを第23図に

紹介しておく.
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篤19図王螂剃ζ棚鳩噺海試錐の鐘状鰯N別火“ルては現地で皿

ア観察を行匁鶯危かそ約鮒こついては王～至.腕の長さ1こ切断して送付さ

虹加担アに似て繁織蜜で観察した.香皮状について左側に実施期属

が記されている鵬一印字はそれぞれの掘進をあらわ丈粘土馳フ

N値については確嬢の資料によれば中海層ではO～3安来層およ

び弓ケ浜層では蒙～μ)程度である中海屈は完新世安来層.弓ケ

測猷ま間魑が残養れているがそれぞれ武蔵野朝下末吉期と思われる.�
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第20図ヨァ押し出し器

ピストン1サンプラｰは水底下堆積

物の獺ア採取1ζ非常終有用である.

とくは比較的浅い湖沼底ぽ対しては従

来打ちζみ式のリビングストン埋ピス

トン･サンプラｰとその改良型が用い

られてきた.筆者らはとくに深

いコアを能率よく効果的ぽ採取する目

的でそれの改良を試みた.原理的に

は同一であるが材質的操作の上でか

なりの違い添あるので､の改良型を

青木氏ピストン･サンプラｰとよぶζと

にする.ステンレ渓藪アテ瓜一ブを用いまた通常の

試錐用材料を用いるのでリビングストン1ピストン･

サンプラｰとは比較にならぬほどの重装備を必要とし

した秘って機動性に乏しく礫層に対しては有力でない

が砂泥層のオｰルコアリング綻対しては能率的に十分

に効果を発擁す孔とく紀ぶっ多蓄わめて困難とされ

ている砂層の乱れないコア採取カ茎多少能率は悪いがう

まく行けば100%可能である.

まだ改良の余地は残されているが少なくとも湖沼

･内湾1濠海における土質力学的試験以外の軟弱堆積層

観察酋生物1化学分析の花めのオｰルコア擦敢の目的

絶対して賦能率的1効果的と考克られる｡なお採取

困難な礫層終対してはた潅ちに通常のロｰタリｰ戒試

蜘暗資か免て掘進する.ま恕必要熔盾して随時標準

貿入試験も可能である､あわ昔て鷺ア押し出し装置お

よび小型船上で1～2名の手による操作で最大90㎝の

コア採取可能な重力式サンプラｰを紹介し危｡

(繁者らは地質部1技術部)

審とめ

繁婁蝦測ア押し胸に籍(瓢ダ登押し綴じで術後)

第22図

螢ア押し出し欝への蟻アテ鰍一ブのとり剛す�
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撤棚政農製簡易重力式サンプラｰの構造

第26図改良型簡易量カ式サンヅラｰの投入

参考文献

青木市太郎･後藤進･中川忠夫1丸出惨司(工969):軟弱泥層

のコア採取について(演旨)地質調査所月報.

vo1.20no.3p.71～72

青木市太郎･水野篤行(1970):水底下第四紀堆積物の連続灘

ア採取の花めのピストいサンプラｰ地質学雑

誌(印刷中)

地質調査所試錐課(編)(1968):図解歳一リング優覧p.1～

358ラティス刊(東京)

藤下利男(1963):軟弱地盤に棚柏栄一リングp.王～129

(株)山海堂刊(東京)

河内英奉1後藤進｡中川忠夫1粛木市太郎1丸出修萩亙967)

:海底地質のサンプリングおよびシ嚢…ト嫌榊沙

シグ法の研究(その2)地質調査所凋報榊正.

18no.11p.41～61

LITINGsT0NE,D.A.(1955):A1量g趾weig虹pisto口触醐p1鮒{or

童盟k蟻侵奪鱒舅童t…1,憲ξ◎1◎駆,vol.§6珍｡工3?～139

三位秀夫1水野篤行1大鳴和雄(1969):出雲海岸の問題点.

日本地質学会第76牢学術大会シンポジウム

｢海岸平野｣資料集p-167～191

水野篤行(王968):水質底質調査入門p.1～214ラティス

刊(東京)

水野篤行･大嶋和雄･木越邦彦(1970):中海溺腹下の篤四紀

泥炭層のMC年代一日本の第四紹層のむ妻C牢茂

(53)一地球科学vo1.24n◎.2躯76～粥

野口寧世(1969):島根県中海湖底下での珪藻含有状態簿本

地質学会第76年学術大会シンポジウム｢海津平

野｣資料集p-173～17g

V蛆L酬TY胴,J,段｡(工鱗嚢)葦A固｡dificationo{theLI平INGsT0NT

黛三婁室竈滋婁餐燃夢!e買麦｡r1aヒedepoit辱韮1…:cology∀o1.

総襲.玉3撃～雌�


